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一
一
月
一
六
日
、
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
と
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法

律
が
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
成
立
し
、

一
一
月
二
六
日
に
公
布
さ
れ
た
。

　

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
つ
い
て
は
、
二
度
に
わ
た
り
法
案

に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
金
機
能
強
化

法
と
被
用
者
年
金
一
元
化
法
を
含
む

い
わ
ゆ
る
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
に
お
け
る
年
金
関
連
四
法
が
す

べ
て
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
庫
負
担
二
分
の
一
の
確
保

　

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

で
は
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合

に
関
し
て
、
国
庫
は
、
平
成
二
四
年

度
お
よ
び
平
成
二
五
年
度
に
つ
い

て
、
消
費
税
増
税
に
よ
り
得
ら
れ
る

収
入
を
償
還
財
源
と
す
る
年
金
特
例

公
債
（
い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
国
債
」）

に
よ
り
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割

合
二
分
の
一
と
三
六
・
五
％
の
差
額

を
負
担
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
当

初
の
法
律
案
で
は
、「
年
金
交
付
国

債
」
の
発
行
に
よ
り
国
庫
負
担
割
合

二
分
の
一
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、

年
金
機
能
強
化
法
案
で
「
年
金
交
付

国
債
」
の
償
還
を
規
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
衆
議
院
に
お
け
る
修
正

で
、
年
金
機
能
強
化
法
案
か
ら
「
年

金
交
付
国
債
」
の
償
還
規
定
が
削
除

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
四
年

度
お
よ
び
平
成
二
五
年
度
の
国
庫
負

担
割
合
二
分
の
一
に
必
要
な
財
源
に

つ
い
て
は
「
年
金
交
付
国
債
」
で
は

な
く
、
消
費
税
増
税
に
よ
り
得
ら
れ

る
収
入
を
償
還
財
源
と
す
る
年
金
特

例
公
債
（
つ
な
ぎ
国
債
）
で
賄
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
六
年
度
以
降
は
、
年
金
機

能
強
化
法
で
、
消
費
税
増
税
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
税
収
を
活
用
し
て
、
恒

久
的
に
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
を

実
現
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
税
制

抜
本
改
革
に
よ
り
安
定
財
源
を
確
保

す
る
年
度（
特
定
年
度
）を
平
成
二
六

年
度
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

特
例
給
付
水
準
の
解
消

　

一
方
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
で
は
、
平
成
一
六
年
改
正
の

際
に
設
け
ら
れ
た
給
付
額
計
算
の
特

例
措
置
と
、
平
成
一
六
年
改
正
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
本
来
の
給
付
水
準

と
の
間
に
生
じ
た
二
・
五
％
の
格
差

を
解
消
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

　

提
出
当
初
の
法
律
案
で
は
、
平
成

二
四
年
一
〇
月
か
ら
平
成
二
六
年
ま

で
の
三
年
間
で
解
消
し
よ
う
と
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
提
出
当
初
の
法

律
案
の
施
行
日
で
あ
る
一
〇
月
一
日

を
過
ぎ
て
も
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
施
行
期
日
は
当
初
案
よ

り
も
一
年
繰
り
下
げ
て
平
成
二
五
年

一
〇
月
一
日
と
さ
れ
た
。

　

平
成
二
五
年
一
〇
月
か
ら
一
・
〇

％
、
平
成
二
六
年
四
月
か
ら
一
・
〇

京の初冬の風物詩「京都・嵐山花灯路」は12月8日㈯から17日㈪までの10日間開催。
嵯峨・嵐山地域が幻想的な灯りで彩られます。（写真提供：京都・花灯路推進協議会）

％
引
き
下
げ
、
平
成
二
七
年
四
月
か

ら
は
本
来
の
給
付
水
準
に
よ
っ
て
支

給
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
二
五
年
か

ら
平
成
二
七
年
ま
で
の
三
年
間
で
格

差
を
解
消
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律
で
は
、
年
金
機
能
強

化
法
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
低
所
得
高

齢
者
・
障
害
者
等
に
対
す
る
年
金

額
加
算
に
代
わ
っ
て
、
低
所
得
高
齢

者
・
障
害
者
等
に
対
す
る
新
た
な
福

祉
的
な
給
付
措
置
と
し
て
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
者
お
よ
び
一
定
の

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の

受
給
者
に
は
、
月
額
五
千
円
を
給
付

基
準
額
と
す
る
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
。
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
の
場

合
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
に
応
じ

た
割
合
で
算
出
さ
れ
た
額
と
な
る
。

　

施
行
時
期
は
、
平
成
二
七
年
一
〇

月
一
日
で
あ
る
。

年
金
関
連
二
法 

が
可
決・成
立

Topics

C o n t e n t s
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日本国民年金協会の理事会が開催され、来年
２月に臨時総会を開催し、協会の解散を諮る
こととなった。

日本国民年金協会理事会

「
市
民
の
こ
と
は
身
近
に
あ
る

市
役
所
で
で
き
る
よ
う
に
」

ね
ん
き
ん
定
期
便
支
援
相
談
室

　
志
木
市
で
は
、厚
生
年
金
や
第
三
号
被

保
険
者
の
方
の
年
金
請
求
の
手
続
き
を

市
役
所
で
行
え
る
よ
う
に
、平
成
一
七
年

と
一
八
年
に
、
年
金
特
区
を
申
請
し
ま
し

た
が
、実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
平
成
一
八
年
六
月
か
ら
、
市
民

か
ら
委
任
状
を
も
ら
い
、市
役
所
で
申
請

書
類
を
預
か
り
、市
職
員
が
管
轄
の
川
越

社
会
保
険
事
務
所（
現
在
、川
越
年
金
事

務
所
）に
提
出
す
る
形
で
事
実
上
、厚
生

年
金
や
障
が
い
年
金
な
ど
の
裁
定
請
求
手

続
き
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
一
九
年
七
月
に
は
、当
時
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
た
加
入
記
録
や
納
付

記
録
等
を
社
会
保
険
事
務
所
と
同
様
に

市
役
所
の
相
談
窓
口
で
検
索
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
設
置
を
埼
玉
社
会
保
険
事
務
局
長

に
対
し
要
望
し
、さ
ら
に
、同
年
一
一
月
に
、

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
対
す
る
市
民
か
ら
の

相
談
に
い
ち
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、舛

添
厚
生
労
働
大
臣
に
直
接
、年
金
情
報
の

提
供
や
年
金
等
へ
の
対
応
可
能
な
年
金
端

末
機
の
設
置
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
実
績
に
よ
り
、志
木
市
に

全
国
初
の
ね
ん
き
ん
特
別
便
対
応
端
末

機
の
設
置
が
実
現
し
、平
成
二
〇
年
四
月

に
ね
ん
き
ん
特
別
便
支
援
相
談
室
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
ね
ん
き
ん
特
別
便
支
援
相
談
室
は
、週

三
回
、一
日
一
〇
人
程
度
の
事
前
予
約
制

で
、
相
談
業
務
を
実
施
し
、平
成
二
〇
年

度
は
一
四
一
日
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

七
二
五
件
の
相
談
件
数
の
う
ち
、四
四
八

件
の
回
答
票
を
社
会
保
険
事
務
所
へ
送

付
し
、三
一
四
件
の
回
答
票
が
記
録
訂
正

に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、ね
ん
き
ん
定
期
便
支
援
相
談
室

と
名
称
を
変
更
し
、週
二
回（
火・木
曜
日
）

相
談
業
務
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

Voice & Voice 志木市ウェブサイト（http://www.city.shiki.lg.jp/）

3

「市民に身近な問題は市役所で」という市長の
方針のもと、健康・医療・福祉の充実でだれも
が住みたいまちをめざす志木市を取材した。

市区町村の声

埼玉県志木市 長沼明市長・
国民年金グループ

4

特集の最終回は、神奈川県立保健福祉大学名
誉教授の山崎泰彦氏と日本年金機構の薄井康
紀副理事長の対談を掲載する。

地方分権10年と国民年金事務（8）
5〜

6

よりよい職場環境、お客様が満足できる事務所とす
ることを目標に、職員のキャリア形成とプロの職員の
育成を目指している大手前年金事務所を取材した。

頑張る！　年金事務所

大手前年金事務所
7〜

国
年
法
等
の
一
部
改
正
法
・

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
法
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●
機
構
と
の
意
見
交
換
会

　

日
本
年
金
機
構
と
の
意
見
交
換
会

で
は
、
冒
頭
で
紀
陸
孝
理
事
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
国
民
年
金
事
務
に
と
っ

て
市
区
町
村
と
の
協
力
連
携
は
不
可

欠
で
、
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
支
援
を
仰
ぎ
た
い
旨
強
調
し
た
。

　

機
構
か
ら
は
、『
か
け
は
し
』
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
、

来
年
一
月
末
か
ら
実
施
予
定
の
「
気

に
な
る
年
金
記
録
、
再
確
認
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
へ
の
協
力
の
お
願
い
、「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
導
入
の
お
願
い
、

「
地
域
年
金
展
開
事
業
」
に
つ
い
て

の
協
力
要
請
、
そ
し
て
「
国
民
年
金

適
用
関
係
届
書
の
電
子
媒
体
化
の
実

施
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

責
任
者
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
各
市
か
ら
機
構
に
対

し
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。『
か
け
は

し
』
が
届
い
て
い
な
い
、『
か
け
は
し
』

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
て
も

返
信
が
な
い
、
現
場
の
声
を
本
部
と

し
て
吸
い
上
げ
、
自
治
体
の
声
を
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
手
段
を
講
じ

て
ほ
し
い
、
後
納
制
度
な
ど
の
よ
う

な
事
務
が
始
ま
る
際
に
は
情
報
公
開

を
迅
速
化
し
て
欲
し
い
等
々
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

●
議
案
審
議
等

　

議
案
審
議
で
は
、
第
一
号
議
案
か

ら
第
三
号
議
案
、
そ
の
他
の
議
案
が

審
議
さ
れ
た
。

　

第
一
号
議
案
「
平
成
二
五
年
度
総

会
及
び
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て
」

で
は
、
第
五
一
回
の
総
会
及
び
研
修

会
の
日
程
を
平
成
二
五
年
八
月
三
〇

日
㈮
の
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
四
時

と
し
、
会
場
は
中
央
区
立
日
本
橋
公

会
堂
ホ
ー
ル
（
日
本
橋
劇
場
）
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
要
望
書
に

つ
い
て
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
一
〇
項
目

を
ま
と
め
、
平
成
二
五
年
五
月
下
旬

ま
で
に
提
出
し
て
最
終
案
を
ま
と
め

る
こ
と
、
そ
し
て
研
修
会
で
は
会
員

市
、
厚
生
労
働
省
、
機
構
お
よ
び
有

識
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
総
会
の

前
日
に
開
催
す
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
六

年
度
（
第
五
二
回
）
総
会
及
び
研
修

会
の
開
催
市
に
つ
い
て
」
で
は
、
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
帯
広
市
と
す
る
こ

と
が
、
そ
し
て
第
三
号
議
案
「
会
員

の
状
況
に
つ
い
て
」
で
は
、
平
成
二

四
年
一
〇
月
末
現
在
で
加
入
市
は
八

〇
一
市
（
七
七
八
市
・
二
三
区
）、

未
加
入
市
は
四
市
で
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

第
一
号
議
案
に
関
し
て
は
、
遠
方

の
市
で
は
午
前
一
〇
時
の
開
催
で
は

出
席
が
難
し
い
と
の
意
見
が
述
べ
ら

得
な
い
が
二
一
％
、
特
に
意
見
な
し

が
一
〇
％
で
あ
っ
た
。
存
続
を
要
望

す
る
会
員
の
う
ち
、
三
分
の
一
は
会

費
の
増
額
は
せ
ず
に
事
業
の
存
続
を

希
望
し
て
い
る
。

　

理
事
会
で
は
、
市
区
町
村
と
厚
生

労
働
省
や
日
本
年
金
機
構
の
繋
が
り

が
細
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
協
会
が

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
パ
イ
プ
役
を
担

う
こ
と
は
国
民
年
金
に
と
っ
て
大
切

れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
議
長

市
で
あ
る
中
央
区
か
ら
、
会
場
の
使

用
規
程
に
よ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

会
場
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
す
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま

で
は
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
「
そ
の
他
」
の
議
案
と
し

て
、
①
前
日
の
意
見
交
換
会
を
オ
プ

シ
ョ
ン
企
画
と
す
る
こ
と
、
②
常
任

事
務
局
の
設
置
の
必
要
性
の
提
案
、

の
二
つ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

②
の
常
任
事
務
局
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
岐
阜
市
と
横
須
賀
市
か
ら
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
常
任
事
務
局
を

設
け
て
、
開
催
市
と
な
る
市
の
事
務

負
担
の
軽
減
を
図
ろ
う
と
い
う
提
案

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
国
民

年
金
協
会
に
常
任
事
務
局
を
お
願
い

し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
で
あ
っ
た
。

　

日
本
国
民
年
金
協
会
か
ら
は
、「
当

協
会
が
、
全
国
都
市
国
民
年
金
協
議

会
の
常
任
事
務
局
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
何
ら
支
障
も
な
く

引
き
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
、
当
協
会
は
財

政
上
の
理
由
か
ら
平
成
二
五
年
三
月

末
を
も
っ
て
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
協
会

の
解
散
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上

げ
日
本
国
民
年
金
協
会
の
事
業
を
承

継
し
た
い
と
考
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ

な
こ
と
で
あ
る
。
協
会
の
使
命
は
終

わ
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
果
た
す
役
割
は
あ
る
。

な
ど
の
発
言
の
ほ
か
、『
年
金
広
報
』

の
発
行
や
そ
の
他
の
事
業
を
ど
こ
か

の
法
人
で
承
継
し
て
も
ら
う
こ
と
や

協
会
の
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
何
ら

か
の
形
で
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
会
費
の
大
幅
な
増
額
が

が
あ
り
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
い

て
常
任
事
務
局
も
そ
の
事
業
と
し
た

い
と
聞
い
て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ

っ
た
。

　

議
長
市
で
あ
る
中
央
区
か
ら
は
、

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
へ
持
ち
帰
っ
て
協
議
し
て
も
ら
い
、

日
を
改
め
て
理
事
会
で
決
す
る
こ
と
、

つ
い
て
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
検
討
す

る
た
め
の
文
書
を
作
成
し
て
配
布
し

た
い
、
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

●
年
金
局
と
の
意
見
交
換
会

　

厚
生
労
働
省
年
金
局
と
の
意
見
交

換
会
は
、
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

厚
生
労
働
省
に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
で
、
年
金
事
業
管
理
課
の
鹿

沼
均
課
長
が
、
国
民
年
金
事
務
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
市

区
町
村
と
協
力
連
携
の
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
の
な
か
で
は
、
国
か
ら

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
国
の
ス
タ

ン
ス
が
決
ま
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
鹿
沼

課
長
か
ら
は
、
決
ま
っ
た
事
項
に
つ

い
て
は
速
報
し
た
い
が
、
未
決
事
項

に
つ
い
て
は
、
情
報
の
独
り
歩
き
が

怖
い
、
お
互
い
に
工
夫
を
し
て
ル
ー

ル
を
作
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
に
加
わ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

困
難
で
あ
る
こ
と
や
新
た
な
収
益
事

業
も
見
込
め
な
い
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
努
力
に

も
限
界
が
あ
り
解
散
も
や
む
を
得
な

い
と
し
て
、
臨
時
総
会
を
開
催
し
て

会
員
に
諮
る
こ
と
と
し
て
理
事
会
は

終
了
し
た
。

　

な
お
、
臨
時
総
会
は
、
来
年
二
月

一
日
に
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

「年金図書」平成24年度改訂のご案内 好評発売中好評発売中

Vol.1　老齢年金－加入と請求手続き Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）
Vol.2　老齢年金－年金額の計算 Ｂ5判　定価1,260円（本体1,200円＋税）
Vol.3　遺族年金と障害年金 Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）

年金相談に携わる人を対象に、具体的な相談例を挙げてＱ
（問題）とＡ（解答）および解説を掲載。問題の例文を読み、考
え、かつ解くことで、相談者に的確に答えられるように編集。年
金相談の現場力を自らの力とし、高めることができる問題集。

東京 ☎（03）3252-7901　関西 ☎（06）6765-7836
中部 ☎（052）951-0261　中国 ☎（082）223-2707

A5判　定価4,200円（本体4,000円＋税）A5判　定価2,520円（本体2,400円＋税）

制度の仕組みと給付の受け方を、わか
りやすく、詳しく解説。届出・請求書の様
式は記載例つきで収録。

Ｂ５判　定価2,310円（本体2,200円＋税）

東京都社会保険労務士会 企画　
東京社会保険労務士協同組合 編集
年金相談の心得、国民年金・厚生年金制
度のしくみ、老齢・障害・遺族給付をわかりや
すく解説。Ｑ＆Ａ形式で、詳細な説明により、
より深くポイントが理解できるよう編集。

B5判　定価4,410円（本体4,200円＋税）

国民年金・厚生年金の受給要件・年金
額・諸手続きを図解・記載例などにより、
わかりやすく解説した年金実務書の決
定版。

法律の条文ごとに、関係政令・省令・通
知等を収載し、法令上の根拠、行政解
釈・事務取扱いの全容が体系的にわか
るように編集。

現場力を高める!! 年金相談Ｑ＆Ａ  （平成24年度版） 

年金相談ＡからＺ  （平成24年度版） 

国民年金法総覧  （平成24年4月版） 

年金相談の手引  （平成24年度版） 国民年金ハンドブック  （平成24年度版） 

　

一
一
月
二
日
、
全
国
都
市
国
民
年
金
協
議
会
理
事
会
が
日
本
年
金
機
構
本
部
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の

理
事
会
の
参
加
市
は
一
七
市
一
区
で
あ
っ
た
。

　

議
案
審
議
等
に
先
立
っ
て
、
日
本
年
金
機
構
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
議
案
審
議
等
の
終
了
後

は
会
場
を
霞
が
関
の
厚
労
省
会
議
室
に
移
し
、厚
生
労
働
省
年
金
局
事
業
管
理
課
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

決
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
本
年
五
月
の
定
期
総
会
で
会
員

に
依
頼
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
て
議
論
さ
れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
存
続
を
要

望
す
る
が
六
八
％
、
解
散
も
や
む
を

　

去
る
一
一
月
一
四
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
、『
日

本
国
民
年
金
協
会
の
あ
り
方
』
を
審

議
す
る
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
理
事
会
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
る
協
会
の
今
後
の
あ
り
方
を 意見交換会に出席した機構幹部

全
国
都
市
国
民
年
金
協
議
会
理
事
会

日
本
国
民
年
金
協
会
の
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
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志
木
市
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
か

ら
厚
生
年
金
や
障
が
い
年
金
の
裁
定

請
求
手
続
き
を
市
役
所
で
で
き
る
よ

う
に
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
管
轄
の
年
金
事
務
所
は
川
越
に

あ
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

が
、
そ
こ
ま
で
行
く
の
は
遠
く
て
た

い
へ
ん
で
す
。
市
長
就
任
以
来
、『
市

民
に
身
近
な
問
題
は
市
役
所
で
解
決

す
る
』
と
い
う
方
針
を
掲
げ
て
い
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
を
年
金
の
分
野
で

実
現
し
ま
し
た
」。

　

そ
う
話
す
市
長
、
実
は
社
会
保
険

労
務
士
の
資
格
を
持
つ
。「
市
議
会
議

員
の
と
き
、
年
金
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
年
次
有
給
休
暇
に
関
す
る
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」。
市

は
、
自
主
的
に
、
民
間
の
年
金
教
室

に
通
っ
て
い
る
。
費
用
は
全
額
公
費

助
成
だ
と
い
う
。「
や
は
り
、
知
識
が

あ
る
と
、
職
員
も
自
信
を
持
っ
て
窓

口
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
」（
市
長
）。

　
「
身
近
な
問
題
は
市
役
所
で
」
と

い
う
方
針
は
、
就
労
支
援
の
分
野
で

も
実
施
し
て
い
る
。
志
木
市
を
管
轄

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
隣
の
自
治

体
で
あ
る
朝
霞
市
に
あ
る
。
志
木
市

民
に
と
っ
て
、
交
通
が
不
便
で
あ

り
、
利
用
し
づ
ら
い
。
長
沼
市
長
は
、

就
任
早
々
、
志
木
市
役
所
内
に
、『
ジ

ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
し
き
』を
設
置
し
た
。

そ
し
て
、
単
な
る
職
業
紹
介
だ
け
か

ら
、
現
在
で
は
、
業
務
内
容
も
充
実

し
、
生
活
困
窮
者
や
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
へ
の
就
労
支
援
ま
で
、
幅
を

広
げ
て
い
る
。

　

志
木
市
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
介

護
保
険
料
の
月
額
基
準
額
が
三
、
二

九
九
円
で
、
埼
玉
県
内
で
一
番
低
い

こ
と
が
あ
る
。
要
介
護
認
定
率
も
一

二
％
弱
に
と
ど
ま
る
。

　

志
木
市
で
は
い
ま
、
高
齢
者
の
自

立
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
元
気
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
、
自
立
し
て
い

る
六
五
歳
以
上
の
人
が
、
介
護
予
防

事
業
や
地
域
貢
献
活
動
に
参
加
し
た

場
合
、
一
回
に
つ
き
五
〇
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
年
間
で
最
高

六
、
〇
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
ま
で
現
金
化

（
六
、
〇
〇
〇
円
相
当
）
で
き
る
と
い

う
。
元
気
な
高
齢
者
で
い
る
こ
と
に
、

積
極
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
働
か

せ
よ
う
と
い
う
試
み
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
市
内
の
あ
る
小
学
校
で

は
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
出

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
高
齢
者
が

集
え
る
カ
フ
ェ
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
設

け
た
。
こ
こ
で
は
、
給
食
を
一
食
二

五
〇
円
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
も
一
回
行
け
ば
五
〇
ポ
イ
ン
ト

付
与
さ
れ
る
。
昼
食
後
は
、
口
腔
ケ

ア
指
導
や
介
護
予
防
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
が
実
施
さ
れ
る
。
足
湯
も
あ
る
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
楽
し
め
る
。

高
齢
者
の
新
し
い
仲
間
づ
く
り
と
健

康
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
学
習
型
サ

ロ
ン
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、「
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
歩
車
道
の

分
離
事
業
を
推
進
し
、
自
然
と
歩
き

た
く
な
る
よ
う
な
「
ヘ
ル
シ
ー
ロ
ー

ド
計
画
」
も
進
め
て
い
る
。「
志
木
市

を
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
だ
れ

も
が
住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
に
し
て

い
く
の
が
目
標
で
す
」（
市
長
）。

年金含め、身近な相談は市役所で

埼玉県志木市　長
なが

沼
ぬま

 明
あきら

 市長

国年担当者から

日々研鑽
相談事業も充実

埼玉県志木市　総合窓口課　国民年金グループ

左から木谷主事、奥田主査、金子課長、
　　　堀江主幹、濱田主事、竹田さん

健
康・医
療・福
祉
の
充
実
で

だ
れ
も
が
住
み
た
い
都ま

ち市
に

役
所
に
聞
い
て
も
、
担
当
が
ど
こ
か

ハ
ッ
キ
リ
せ
ず
、
要
領
を
得
な
い
返

答
で
「
そ
れ
な
ら
自
分
で
勉
強
し
よ

う
」と
思
っ
た
と
い
う
。「
効
率
よ
く
、

体
系
的
に
知
識
を
習
得
す
る
に
は
、

資
格
取
得
を
め
ざ
し
て
勉
強
す
る
の

が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
受
験
勉

強
は
き
ら
い
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

試
験
は
一
回
で
受
か
り
ま
し
た
」。

　

市
長
は
独
学
で
テ
キ
ス
ト
を
紐
解

く
よ
り
、
研
修
な
ど
で
先
生
か
ら
し

っ
か
り
と
学
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
う
が
効
率
よ

く
学
習
で
き
、
知
識
も
体
系
的
に
得

ら
れ
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
、
職

員
の
研
修
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

実
は
、
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ
の
職
員

　

志
木
市
総
合
窓
口
課
国
民
年
金
グ

ル
ー
プ
は
職
員
四
人
と
委
託
職
員
一

人
の
五
人
体
制
。
志
木
市
で
は
今
後

五
年
で
全
職
員
の
二
割
が
定
年
退
職

す
る
こ
と
や
人
材
育
成
の
た
め
、
若

い
職
員
は
二
年
で
異
動
す
る
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
い
る
。

同
課
職
員
の
在
籍
年
数
も
比
較
的
短

い
が
、
よ
く
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
金
子
秀
夫
参
事
兼
課

長
、
堀
江
薫
主
幹
は
休
日
に
民
間
の

年
金
塾
に
も
通
っ
て
研
鑽
を
積
ん
で

い
る
。「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
市
長
に
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

（
金
子
課
長
）。

　

志
木
市
は
年
金
相
談
事
業
も
充
実

し
て
い
る
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
借

り
た
端
末
で
、
年
金
加
入
記
録
の
漏

れ
や
誤
り
な
ど
ね
ん
き
ん
定
期
便
に

関
す
る
相
談
を
週
二
回
実
施
。
社
会

保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
も
週

一
回
、
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
第
三

号
被
保
険
者
・
障
が
い
年
金
の
裁
定

請
求
の
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　

窓
口
で
最
近
増
え
た
の
は
、
障
が

い
年
金
、
な
か
で
も
精
神
障
が
い
の

人
か
ら
の
相
談
だ
。「
お
話
す
る
時

は
、
な
る
べ
く
ゆ
っ
く
り
と
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
話
す
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
」（
堀
江
主
幹
）。
現
在
、

障
が
い
年
金
相
談
の
手
続
マ
ニ
ュ
ア

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、人
口
七
万
二
千
人
の
志
木
市
。「
市
民
に

身
近
な
問
題
は
市
役
所
で
解
決
す
る
」と
い
う
長
沼
明
市
長
の
市
政

運
営
の
基
本
方
針
の
も
と
、厚
生
年
金
等
の
裁
定
請
求
手
続
き
を

市
役
所
で
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、高
齢
者
の
自
立
支
援
で
も
新

し
い
施
策
を
展
開
。子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、だ
れ
も
が
住
み
た
い

と
思
う「
健
康・医
療・福
祉
都
市
」づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ル
を
作
成
中
だ
。
ま
た
、
福
祉
課
と

連
携
し
、
障
が
い
が
あ
る
人
か
ら
相

談
が
あ
れ
ば
総
合
窓
口
課
に
つ
な
ぐ

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

市
民
に
対
す
る
年
金
情
報
の
提
供

も
積
極
的
だ
。
市
の
広
報
で
は
「
年

金
相
談
―
か
わ
ら
版
」を
毎
月
掲
載
、

年
金
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

さ
ら
に
、
市
内
在
住
・
在
勤
者
を
対

象
と
す
る
年
金
セ
ミ
ナ
ー
も
九
月
～

一
二
月
に
実
施
し
好
評
だ
っ
た
。

　

年
金
制
度
は
複
雑
だ
が
、
一
方
で

は
面
白
い
と
も
堀
江
主
幹
は
話
す
。

「
や
っ
て
み
る
と
、
受
給
額
等
の
計

算
は
意
外
に
簡
単
。
計
算
す
る
と
ピ

ッ
タ
リ
合
っ
て
気
持
ち
も
い
い
で
す

し
」。
相
談
者
か
ら
一
つ
を
聞
き
出

す
の
に
、
そ
の
人
の
心
を
落
ち
着
か

せ
る
た
め
に
長
く
遠
回
り
の
話
を
聞

く
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
人
生
に
も
触
れ
ら
れ
る
。

　

一
つ
思
う
の
は
、
国
民
年
金
だ
け

の
人
よ
り
、
厚
生
年
金
に
も
加
入
経

験
の
あ
る
人
か
ら
の
相
談
が
多
い
こ

と
。
ま
た
、
業
務
が
被
保
険
者
の
資
格

取
得
（
市
町
村
）
と
保
険
料
の
収
納

（
日
本
年
金
機
構
）と
で
わ
か
れ
て
い

る
と
顔
が
見
え
に
く
い
と
も
思
う
。

「
や
は
り
年
金
は
、
市
民
に
顔
の
見

え
る
市
町
村
で
ま
と
め
て
事
務
を
や

る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
」（
両
氏
）。

【人口】　　　　   （平成２４年１１月１日現在）

 総  人  口 72,017人
 男 36,069人 
 女 35,948人

【年金被保険者数】 （平成24年3月31日現在）

 第１号被保険者 11,627人
 第3号被保険者 6,180人

【年金受給者数】   （平成24年3月31日現在）

 国民年金 13,887人
 厚生年金 15,988人

【年金受給額】      （平成24年3月31日現在）

 国民年金 9,140百万円
 厚生年金 13,691百万円

 （資料　志木市、川越年金事務所）

志木市　Data Box
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地
方
分
権一〇
年
と
国
民
年
金
事
務
（
８
）

地
方
分
権一〇
年
と
国
民
年
金
事
務
（
８
）

地
方
事
務
官
と
国
民
年
金
事
務

山
崎
●
薄
井
さ
ん
は
年
金
に
深
い
関

わ
り
を
持
っ
た
方
で
す
が
、
経
歴
の

中
で
年
金
に
関
わ
っ
た
時
期
は
ど
の

時
期
に
な
り
ま
す
か
。

薄
井
●
私
が
最
初
に
社
会
保
険
庁
で

仕
事
を
し
た
の
は
昭
和
五
九
年
で
、

ち
ょ
う
ど
基
礎
年
金
導
入
の
法
案
が

出
て
い
る
と
き
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
平
成
一
二
年
四
月
に

今
日
話
題
に
な
る
地
方
分
権
の
第
一

弾
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
年

の
九
月
に
社
会
保
険
庁
へ
き
て
、
企

画
課
長
、
経
理
課
長
、
総
務
課
長
、

運
営
部
長
を
務
め
、
四
年
ほ
ど
社
会

保
険
庁
に
い
ま
し
た
。

　

三
度
目
は
、
社
会
保
険
庁
を
廃
止

し
て
新
し
く
日
本
年
金
機
構
を
つ
く

る
こ
と
に
な
り
、
社
会
保
険
庁
の
総

務
部
長
兼
日
本
年
金
機
構
の
設
立
準

備
事
務
局
長
と
し
て
、
平
成
二
〇
年

の
夏
か
ら
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
二
二
年
一
月
一
日
か
ら
は

日
本
年
金
機
構
に
移
り
ま
し
た
。

山
崎
●
今
日
の
話
は
、
平
成
一
二

年
・
一
四
年
度
に
お
け
る
地
方
分
権

と
国
民
年
金
事
務
の
改
正
で
す
。
あ

の
背
景
に
は
橋
本
内
閣
の
行
革
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

薄
井
●
そ
の
な
か
の
一
つ
で
す
ね
。

山
崎
●
そ
の
な
か
に
国
と
地
方
と
の

関
係
の
あ
り
方
、
特
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
は
地
方
事
務
官
問
題
と
い
う

懸
案
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
も

の
が
ま
た
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

て
、
そ
の
一
つ
の
解
決
策
が
、
国
の

直
接
執
行
事
務
と
し
て
、
国
年
事
務

を
市
町
村
か
ら
引
き
揚
げ
、
最
低
限

の
法
定
受
託
事
務
だ
け
残
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
功
罪
に
つ
い
て

も
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

辺
の
流
れ
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
地

方
事
務
官
問
題
と
い
う
の
は
、
い
ま

の
若
い
読
者
の
方
に
は
昔
の
話
で
ご

存
じ
な
い
と
思
う
の
で
、
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
か
。

薄
井
●
ご
案
内
の
よ
う
に
戦
前
は
地

方
庁
と
い
う
こ
と
で
、健
康
保
険
と
、

厚
生
年
金
保
険
は
国
の
機
関
と
し
て

や
っ
て
い
た
の
が
、
戦
後
に
地
方
自

治
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
と
き

に
国
が
直
接
地
方
支
分
部
局
を
つ
く

っ
て
や
る
か
、
そ
れ
と
も
従
来
ど
お

り
県
で
や
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
話

で
、
地
方
事
務
官
と
い
う
地
方
自
治

法
の
附
則
で
ス
タ
ー
ト
し
て
続
い
て

き
た
わ
け
で
す
。

　

当
時
は
各
都
道
府
県
に
保
険
課
が

あ
り
、
国
民
年
金
課
は
そ
れ
を
追
い

か
け
る
格
好
で
昭
和
三
〇
年
代
に
で

き
た
わ
け
で
す
。
最
初
は
、
国
民
年

金
に
つ
い
て
は
国
民
年
金
地
方
管
理

局
と
い
う
の
を
置
き
、
国
民
年
金
事

務
所
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
国
が

直
接
全
部
管
理
す
る
と
い
う
組
織
立

て
を
厚
生
省
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

山
崎
●
準
備
過
程
の
案
で
、
地
方
に

国
年
事
務
所
を
置
く
？

薄
井
●
そ
う
で
す
。
国
の
出
先
機
関

と
し
て
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
当
時

は
ま
だ
自
治
省
で
は
な
く
自
治
庁
で

す
が
、
他
の
厚
生
年
金
な
ど
と
同
じ

よ
う
に
都
道
府
県
知
事
、
そ
し
て
市

町
村
長
が
管
理
執
行
す
る
の
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
、

組
織
は
で
き
る
だ
け
簡
素
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和

三
三
年
一
二
月
に
「
国
民
年
金
制
度

要
綱
」
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
段
階

で
は
ス
リ
ム
に
と
い
う
こ
と
で
、
基

本
的
に
は
都
道
府
県
知
事
が
い
わ
ば

機
関
委
任
事
務
と
し
て
や
る
。

印
紙
検
認
事
務
と
保
険
料
収
納

薄
井
●
そ
れ
か
ら
、
適
用
の
窓
口
、

収
納
の
仕
事
は
市
町
村
長
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
だ
し
、
収
納
の
仕
事
と

い
っ
て
も
当
時
の
議
論
と
し
て
は
会

計
法
令
上
、
国
の
お
金
は
国
と
日
銀

の
歳
入
代
理
店
し
か
扱
え
ず
、
そ
れ

以
外
の
と
こ
ろ
は
扱
え
な
い
と
い
う

整
理
な
の
で
、
印
紙
を
使
っ
て
納
め

る
と
い
う
形
で
始
め
た
わ
け
で
す
。

ス
タ
ー
ト
の
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

被
保
険
者
が
印
紙
を
買
っ
て
国
民
年

金
の
手
帳
に
貼
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
動
き
出
し
ま
し
た
。

山
崎
●
今
の
若
い
人
は
わ
か
ら
な
い

で
す
ね
。

薄
井
●
途
中
で
印
紙
と
い
う
ス
タ
イ

ル
を
わ
ざ
わ
ざ
介
さ
な
く
て
も
、
市

町
村
で
保
険
料
を
集
め
、
印
紙
に
つ

い
て
は
い
わ
ば
市
町
村
が
買
っ
て
や

る
と
い
う
こ
と
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
印
紙
も
、
少
額
の
印
紙
を
貼

っ
て
消
し
込
む
作
業
を
検
認
の
と
き

に
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
非

常
に
手
間
暇
か
か
り
ま
す
。
印
紙
の

額
面
を
高
く
す
る
こ
と
で
消
込
み
作

業
が
楽
に
な
る
の
で
、
市
町
村
で
貼

っ
て
も
ら
う
け
れ
ど
、
た
と
え
ば
五

万
円
の
印
紙
な
ら
一
〇
〇
枚
シ
ー
ト

一
枚
で
五
〇
〇
万
円
、
そ
ん
な
感
じ

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
す
る
と
、

多
く
の
と
こ
ろ
で
は
そ
ん
な
に
何
枚

も
や
ら
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

　

実
は
、
平
成
一
四
年
ま
で
は
そ
の

印
紙
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
地
方
か

ら
の
要
望
は
「
印
紙
を
早
く
や
め
て

く
だ
さ
い
」「
印
紙
検
認
を
や
め
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
が
ず
っ
と
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
印
紙
に
象
徴
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ず
っ
と
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
戻
り
、
平
成
一
二
年
の
秋
に

私
が
社
会
保
険
庁
に
き
た
と
き
は
、

分
権
法
は
も
う
成
立
し
て
い
ま
し
た

し
、
そ
の
第
一
陣
と
し
て
の
地
方
事

務
官
制
度
の
廃
止
は
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
廃
止
を
し
て
、
社
会
保
険

の
組
織
は
県
の
組
織
か
ら
出
て
、
各

都
道
府
県
に
社
会
保
険
事
務
局
を
置

き
、
そ
の
出
先
と
し
て
社
会
保
険
事

務
所
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
の
事
務
に
つ
い
て
も
そ

の
段
階
で
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
よ
り
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
は
平
成
一
四
年
四
月
で
、

そ
の
と
き
に
印
紙
は
や
め
て
、
国
民

年
金
の
保
険
料
は
国
が
直
接
収
納
す

る
形
に
改
め
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
、
あ
わ
せ
て
第
三
号
被
保
険
者
の

届
出
も
事
業
主
経
由
に
な
る
と
い
う

の
が
、
平
成
一
四
年
の
大
き
な
改
正

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

印
紙
検
認
事
務
の
廃
止
と

市
町
村
と
の
協
力
連
携

薄
井
●
私
が
二
度
目
に
社
会
保
険
庁

に
き
た
の
は
企
画
課
で
し
た
。当
時
、

同
じ
運
営
部
の
年
金
保
険
課
長
と
二

人
三
脚
で
国
民
年
金
の
大
き
な
事
務

の
変
更
を
ど
う
取
り
扱
う
か
、
か
な

り
議
論
を
し
ま
し
た
。
法
律
は
で
き

て
い
る
の
で
、
そ
こ
は
変
え
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
市
町
村
に
も
う
少
し

お
願
い
し
て
一
緒
に
や
っ
て
い
け
な

い
か
。
協
力
連
携
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
で
き
な
い
か
と

当
時
考
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
分
権
サ
イ
ド
か
ら
は
印
紙

検
認
を
廃
止
し
て
国
の
直
接
収
納
に

す
る
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に

大
き
な
方
針
で
、
そ
れ
を
や
る
か
ら

年
金
制
度
を
国
の
直
接
執
行
事
務
に

す
る
の
だ
と
い
う
発
想
が
か
な
り
強

か
っ
た
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
協
力

連
携
も
か
な
り
任
意
と
い
う
か
、
そ

の
範
囲
も
あ
ま
り
大
き
く
は
で
き
な

い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

で
は
国
民
年
金
の
事
務
、
あ
る
い

は
厚
生
年
金
も
そ
う
で
す
が
、
地
方

の
仕
事
に
で
き
る
か
と
い
う
と
、
こ

れ
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
財
政
単
位
は

国
一
本
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
し
、

県
で
や
る
の
で
は
だ
め
で
す
か
ら
。

そ
の
と
き
は
地
方
事
務
官
を
廃
止
し

て
国
が
き
ち
ん
と
年
金
財
政
、
業
務

運
営
に
責
任
を
持
つ
の
だ
と
い
う
の

が
根
っ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
中
で
も
う
少
し
市
町
村

に
仕
事
を
お
願
い
で
き
な
い
か
、
新

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
緒
に
で

き
な
い
か
と
い
う
の
が
協
力
連
携
と

い
う
話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
も
そ
う
で
す
が
、
市
町
村
に
よ

っ
て
年
金
に
対
す
る
気
持
ち
が
随
分

違
い
ま
す
。
当
時
も
、
国
民
年
金
の

事
務
が
か
な
り
ス
リ
ム
に
な
り
、
ち

ょ
う
ど
介
護
保
険
が
動
き
出
し
た
と

き
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
む
し
ろ
そ

ち
ら
に
力
を
入
れ
ま
す
と
い
う
よ
う

な
市
町
村
も
あ
り
ま
し
た
。一
方
で
、

保
険
料
収
納
は
市
町
村
が
も
う
少
し

や
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
と
き
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

全
国
統
一
的
に
「
こ
こ
ま
で
な
ら
」

と
い
う
こ
と
で
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
で
仕

組
み
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

山
崎
●
ポ
イ
ン
ト
は
、
保
険
料
の
徴

収
を
誰
が
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
す
か
。
一
番
大
き
な
仕
事

で
す
よ
ね
。

薄
井
●
確
か
に
保
険
料
の
収
納
を
国

が
す
る
の
は
か
な
り
大
き
な
改
革
で

す
。
し
か
し
、
よ
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
従
来
は
市
町
村
で
や
っ
て
い
た

の
で
、
引
っ
越
し
を
す
る
と
も
う
一

回
手
続
き
を
全
部
し
直
し
て
納
付
書

も
出
し
直
す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
国
が
直
接
執
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
回
発
行
さ
れ
た
も
の
は

全
国
ど
こ
に
引
っ
越
し
て
も
同
じ
も

の
が
使
え
る
。
た
と
え
ば
口
座
振
替

も
そ
う
で
す
。
一
方
で
そ
う
い
う
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
町
村

に
よ
っ
て
差
は
あ
っ
た
も
の
の
市
町

村
で
き
め
細
か
に
や
っ
て
い
た
だ
い

て
い
た
仕
事
が
、
難
し
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
域
に
よ
り
ま
す

が
市
町
村
時
代
は
民
間
地
区
組
織
が

機
能
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
崎
●
国
民
年
金
の
歴
史
で
語
ら
れ

る
こ
と
で
す
ね
。
今
で
も
納
税
組
合

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
国
民
年
金
は
、
婦
人
会
や
町
会
で

集
め
て
い
た
。

薄
井
●
た
だ
、
い
ま
市
町
村
を
見
て

も
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
の
は
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
個
人
情
報
保
護
が
出
て
き
て

い
ま
す
か
ら
。

山
崎
●
そ
れ
に
お
金
を
扱
い
ま
す
か

ら
ね
。

薄
井
●
や
は
り
昭
和
か
ら
の
古
き
よ

き
時
代
に
合
っ
た
組
織
か
と
い
う
感

じ
も
し
ま
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
の

保
険
料
収
納
に
と
っ
て
は
、
納
付
組

織
が
過
去
に
果
た
し
た
役
割
と
い
う

の
は
確
か
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
崎
●
地
方
分
権
当
時
、
市
町
村
で

本
当
に
国
民
年
金
の
仕
事
を
熱
心
に

や
っ
て
い
た
方
は
、
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
本
当
に
国
が
徴
収
で
き
る
の

か
。
自
分
た
ち
で
も
苦
労
し
て
い
る
、

国
民
健
康
保
険
で
も
苦
労
し
て
い
る
。

重
荷
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
は
よ
い
け

れ
ど
、
国
が
で
き
る
は
ず
は
な
い
と

い
う
声
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の

一
方
で
、
今
も
あ
る
こ
と
で
す
が
、

事
務
費
交
付
金
が
少
な
い
と
い
う
不

満
が
も
の
す
ご
く
あ
り
ま
し
た
。

薄
井
●
そ
う
で
す
ね
。
事
務
費
交
付

金
は
政
令
で
決
め
る
の
で
す
が
、
最

初
に
社
会
保
険
庁
で
仕
事
を
し
た
頃

は
よ
く
自
治
省
へ
相
談
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
当
時
も
い
ま
も
そ

う
で
す
が
、
当
時
大
蔵
省
で
い
ま
財

務
省
、当
時
自
治
省
で
い
ま
総
務
省
、

当
時
厚
生
省
で
い
ま
厚
生
労
働
省
の

三
省
で
共
同
調
査
を
し
て
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
算
定
す
る
こ
と
は
ず
っ
と

や
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
特
集
を
締
め
く
く
る
最
終
回
は
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
名
誉
教
授
の
山

崎
泰
彦
氏
と
日
本
年
金
機
構
の
薄
井
康
紀
副
理
事
長
に
、
地
方
分
権
前
後
の
国
民

年
金
事
務
の
変
遷
に
つ
い
て
対
談
し
て
い
た
だ
い
た
。

対談風景
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納
付
率
の
低
下
と

そ
の
本
当
の
原
因

山
崎
●
納
付
率
が
落
ち
た
大
き
な
要

因
と
し
て
、
平
成
一
四
年
に
保
険
料

の
徴
収
を
国
の
直
接
徴
収
に
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
数
字
の
上

で
は
市
町
村
の
方
々
が
心
配
し
て
い

た
と
お
り
に
な
る
の
で
す
が
、
実
は

保
険
料
納
付
率
は
昭
和
六
〇
年
改
正

以
降
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
て
、
現
実

に
数
字
の
上
で
は
長
期
低
落
傾
向
に

あ
り
、
客
観
的
に
大
き
な
抗
し
が
た

い
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
六
〇
年
改
正
ま
で
は
年

金
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
ま
さ
に

自
主
納
付
で
も
九
〇
％
を
超
え
る
収

納
を
確
保
し
て
い
た
の
で
す
が
、
六

一
年
四
月
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

の
任
意
加
入
が
外
れ
ま
し
た
。
任
意

加
入
で
す
か
ら
加
入
を
や
め
れ
ば
収

納
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
で
す
か

ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
と
い
う
の

は
完
全
納
付
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。
そ
の
集
団
が
、
恐
ら
く
七
〇

〇
万
人
く
ら
い
い
ま
し
た
か
。

薄
井
●
七
〇
〇
万
く
ら
い
で
す
ね
。

山
崎
●
そ
れ
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
た
の

は
、
数
字
の
上
で
は
一
番
固
い
、
納

付
率
を
安
定
さ
せ
て
い
た
部
分
が
ス

ト
ン
と
落
ち
た
と
い
う
こ
と
で
、
大

き
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
納
付
率
の
数

字
の
読
み
方
で
す
が
。

薄
井
●
そ
う
で
す
ね
。
検
認
率
が
九

五
％
を
切
る
と
大
変
だ
と
か
、
確
か

当
時
そ
ん
な
議
論
を
し
ま
し
た
。

山
崎
●
非
常
に
高
か
っ
た
で
す
よ

ね
。
も
ち
ろ
ん
本
来
の
、
今
で
い
う

第
一
号
被
保
険
者
の
人
た
ち
も
納
付

意
欲
は
高
く
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

年
金
へ
の
理
解
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に

年
金
時
代
の
到
来
と
い
わ
れ
た
大
き

な
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
を
分
母
か

ら
失
っ
た
の
は
数
字
の
上
で
は
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。

薄
井
●
そ
れ
か
ら
、
国
民
年
金
の
強

制
加
入
で
す
。
基
礎
年
金
が
で
き
る

前
は
、
手
続
き
を
し
た
人
か
ら
保
険

料
を
い
た
だ
く
。
今
で
い
う
第
一
号

被
保
険
者
も
、
法
律
上
は
強
制
加
入

で
す
が
、
実
態
的
に
は
自
分
で
加
入

の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

で
納
め
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
。

山
崎
●
客
観
的
な
大
き
な
流
れ
と
し

て
納
付
率
が
下
が
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
お
っ
し
ゃ

っ
た
と
お
り
で
す
ね
。
当
時
は
未
適

用
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

薄
井
●
い
た
と
思
い
ま
す
。

山
崎
●
そ
れ
は
分
母
か
ら
外
れ
て
い

た
の
で
そ
の
後
適
用
促
進
を
ど
ん
ど

ん
し
て
、
二
〇
歳
の
職
権
適
用
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
、
い
ま
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

薄
井
●
い
ま
未
加
入
者
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
。

山
崎
●
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
適
用

促
進
が
納
付
率
を
落
と
し
た
。

薄
井
●
適
用
促
進
自
体
は
正
し
い
こ

と
で
す
が
、
数
字
的
に
は
そ
う
な
っ

て
い
ま
す
。

山
崎
●
つ
ま
り
、
納
付
す
る
意
欲
の

な
い
人
も
含
め
、
全
部
徴
収
す
べ
き

対
象
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
で
も
被
保
険
者
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
本
来
の
自
営
業

の
方
や
そ
の
家
族
の
方
は
わ
り
と
納

付
率
が
高
い
で
す
ね
。
そ
う
で
な
い

方
、
つ
ま
り
そ
の
後
非
常
に
増
え
て

き
て
い
る
被
用
者
グ
ル
ー
プ
。
正
規

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
い
ま
す
が
、
非

正
規
の
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

い
ま
は
若
年
で
も
失
業
者
が
増
え
て

い
る
時
代
で
す
か
ら
、
本
来
の
自
営

業
者
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
人
た
ち
が

増
え
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
も
と

も
と
納
付
率
が
悪
い
。
し
か
も
、
そ

う
い
っ
た
人
た
ち
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
都
市
部
に
多
い
わ
け
で
す
ね
。

　

対
象
者
が
ど
ん
ど
ん
被
用
者
、
そ

れ
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
は
必
ず

し
も
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
、
非
正
規

の
人
や
無
職
の
人
、
失
業
の
人
が
増

え
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
人
が

都
市
に
集
中
的
に
増
え
て
き
て
い
る

の
も
構
造
的
な
要
因
か
と
い
う
気
が

し
ま
す
。
徴
収
が
難
し
い
。

薄
井
●
非
正
規
労
働
者
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
昔
は
主
婦
の
パ
ー

ト
の
方
と
い
う
こ
と
で
、
今
で
い
う

第
三
号
被
保
険
者
の
方
、
非
加
入
か

任
意
加
入
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
方
で
な
い
非
正
規
労
働
者
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち

に
は
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て

い
る
方
が
か
な
り
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
来
は
厚
生
年
金
の
適

用
を
す
べ
き
方
、
適
用
漏
れ
は
適
用

漏
れ
と
し
て
ま
た
私
ど
も
は
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ
ち
ら
に

当
て
は
ま
ら
ず
に
国
年
組
、
第
一
号

組
に
な
り
、
な
か
な
か
納
付
す
る
の

も
大
変
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
た
と
え
ば

若
年
者
の
納
付
猶
予
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
仕
掛
け
は
入
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
要
素
は
あ
り
ま
す
。

機
構
発
足
後
の

市
町
村
と
の
関
係

山
崎
●
多
段
階
免
除
も
、
そ
う
い
う

な
か
で
行
政
と
し
て
取
り
組
ん
だ
改

善
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
将
来
に
対
す
る
年
金

不
安
。
こ
れ
は
年
金
に
限
ら
ず
社
会

保
障
に
対
す
る
不
安
で
す
。

　

そ
し
て
、
年
金
の
福
祉
施
設
問
題

が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
記
録
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
政
治
マ

タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
非
常

に
不
幸
で
し
た
。

　

役
所
の
側
も
国
も
地
方
も
頑
張
っ

て
い
る
の
に
、
あ
ま
り
に
も
政
治
や

メ
デ
ィ
ア
が
非
情
な
取
り
上
げ
方
を

し
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

薄
井
●
記
録
問
題
や
、
国
民
年
金
を

含
め
た
社
会
保
険
の
仕
事
の
進
め
方

で
、
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
は
か
な
り

あ
り
ま
す
。
福
祉
施
設
の
問
題
に
し

て
も
。
日
本
年
金
機
構
が
で
き
た
の

も
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
何
と
か
信

頼
を
回
復
し
て
、
国
民
年
金
で
い
う

と
納
付
率
向
上
に
ど
う
つ
な
げ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
崎
●
日
本
年
金
機
構
に
な
っ
て
、

収
納
は
基
本
的
に
市
場
化
テ
ス
ト
で

外
注
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

薄
井
●
全
部
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
が
、
今
は
納
付
勧
奨
・
督
励

あ
る
い
は
免
除
の
勧
奨
は
市
場
化
テ

ス
ト
と
し
て
外
部
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

強
制
徴
収
は
年
金
事
務
所
で
や
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
委

託
事
業
者
の
市
場
化
テ
ス
ト
を
ど
う

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
。
市

場
化
テ
ス
ト
も
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う

と
よ
く
い
わ
れ
、
コ
ス
ト
は
安
い
が

成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
。

山
崎
●
正
当
な
対
価
を
払
っ
て
市
町

村
で
や
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う

か
。
一
つ
の
今
後
の
方
向
と
し
て
、

年
金
事
務
所
が
あ
る
と
こ
ろ
と
な
い

と
こ
ろ
で
、
少
し
対
応
の
仕
方
を
変

え
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

も
し
ま
す
。

薄
井
●
そ
こ
は
先
ほ
ど
来
の
分
権
の

経
緯
な
ど
を
考
え
る
と
、
そ
う
簡
単

な
話
で
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
。

山
崎
●
そ
れ
こ
そ
特
区
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

薄
井
●
私
が
思
う
に
、
平
成
一
二
年

の
と
き
、
い
わ
ゆ
る
国
の
お
金
は
国

の
機
関
で
な
け
れ
ば
集
め
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
け
れ
ど
、

国
民
年
金
に
つ
い
て
い
う
と
、
そ
の

後
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も
始
ま
り
ま
し

た
。
法
律
に
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
掛
け
が
入

っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
指
定
代

理
納
付
者
や
納
付
委
託
、
こ
う
い
う

概
念
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、

平
成
一
二
年
ご
ろ
ま
で
あ
っ
た
会
計

法
令
の
縛
り
に
風
穴
が
あ
い
て
き
て

い
る
の
で
少
し
工
夫
の
余
地
は
あ
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

山
崎
●
市
町
村
が
仕
事
を
す
る
う
え

で
制
度
的
な
改
善
が
欲
し
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
す
。
去
年
の
岐
阜
の

都
市
協
あ
た
り
か
ら
年
金
局
、
機
構

も
わ
り
と
前
向
き
に
考
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
年
金
改
革
関
連
法
案
の
中

の
年
金
機
能
強
化
法
に
お
け
る
制
度

運
営
上
の
改
善
事
項
は
、
私
に
と
っ

て
は
大
変
な
驚
き
で
す
。
い
ま
ま
で

だ
め
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
の
が
、
現

実
に
法
律
改
正
と
い
う
形
で
市
町
村

の
事
務
に
と
っ
て
も
改
善
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
加
入
者
や
受
給
者
で
あ

る
住
民
に
と
っ
て
の
改
善
に
も
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

で
な
ん
と
か
市
町
村
と
の
信
頼
関
係

を
回
復
で
き
そ
う
に
思
い
ま
す
。

薄
井
●
機
構
に
な
り
、
現
場
の
声
、

現
場
と
い
う
の
は
年
金
事
務
所
で
そ

の
前
に
市
町
村
な
り
お
客
様
の
声
が

あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
声
を

地
方
か
ら
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
整
理
し
て
去
年
三
月
に
改

善
要
望
と
し
て
厚
生
労
働
省
に
出
し

ま
し
た
。
採
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ

ば
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
か
な
り

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
崎
●
都
市
協
か
ら
従
来
出
し
て
い

る
要
望
も
随
分
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
さ
ら
に
今
年
の
都
市
協
で

も
前
向
き
に
急
い
で
対
応
し
た
い
と

い
う
回
答
も
出
て
お
り
、
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

随
分
改
善
さ
れ
て
は
き
ま
し
た
が
、

事
前
に
早
め
の
情
報
提
供
が
欲
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。

　

現
場
の
事
情
を
踏
ま
え
た
も
の
か

ど
う
か
、
本
当
に
市
町
村
に
と
っ
て

よ
い
こ
と
か
ど
う
か
、
事
前
に
意
見

を
聞
い
て
ほ
し
い
、
事
前
の
意
見
交

換
を
す
る
場
も
設
け
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
依
然
と
し
て
あ
り
ま
す
。

薄
井
●
市
町
村
と
国
は
上
下
関
係
で

は
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
で
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
前
提
と

し
て
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
し

い
制
度
と
な
る
と
省
令
ま
で
含
め
て

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
決
ま
ら
な
い
、
そ
う

す
る
と
な
か
な
か
確
定
し
た
も
の
と

し
て
お
知
ら
せ
す
る
の
は
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
町
村

と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
私
ど
も

の
拠
点
の
年
金
事
務
所
と
本
部
の
関

係
で
も
同
じ
よ
う
な
議
論
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
動
い
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
で
き
る
だ
け
前
広
に
情
報
提

供
す
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
町
村
に
対
し
て
、
正
式
に
国
か

ら
の
仕
事
を
お
願
い
す
る
の
は
地
方

厚
生
局
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

地
方
厚
生
局
と
日
本
年
金
機
構
、
年

金
事
務
所
と
市
町
村
、
こ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
ど
う
つ
く
る
か
、
ま

だ
も
う
少
し
努
力
が
要
る
感
じ
が
し

て
い
ま
す
。

山
崎
●
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
る
か
ど
う

か
、
成
果
が
具
体
的
に
出
て
く
る
か

ど
う
か
は
別
に
し
て
、
情
報
を
共
有

す
る
の
が
連
携
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

で
す
ね
。
一
緒
に
な
っ
て
業
務
の
改

善
策
を
考
え
る
、
法
改
正
を
す
る
と

い
う
よ
う
に
持
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
決
ま
っ
て
か
ら
で
は

な
く
、
そ
の
過
程
で
互
い
に
意
見
を

出
し
合
う
の
が
大
事
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

薄
井
●
市
町
村
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
が
な
い
と
国
民
年
金
の
仕
事
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
私
の
考
え
で

す
。

　

全
社
連
が
出
し
て
い
た
『
ね
ん
き

ん
』
と
い
う
雑
誌
に
、
国
民
年
金
四

〇
年
の
と
き
に
国
民
年
金
の
歴
史
を

書
き
ま
し
た
。
最
後
の
連
載
は
平
成

一
四
年
の
分
権
第
二
弾
の
寸
前
に
書

い
た
も
の
で
す
。
要
は
、
と
に
か
く

分
権
と
い
う
の
は
国
と
地
方
が
新
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
な
の
で
、
国
民
福
祉
の
観

点
か
ら
、
と
に
か
く
一
緒
に
や
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
そ
の
稿
を
閉
じ
ま

し
た
。
こ
れ
は
私
の
一
〇
年
前
の
気

持
ち
で
し
た
が
、
そ
の
想
い
は
い
ま

も
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

山
崎
●
ご
立
派
で
す
。
一
緒
に
や
っ

て
い
く
の
が
当
た
り
前
で
す
よ
ね
。

顔
を
合
わ
せ
て
話
し
合
っ
て
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山崎泰彦氏

薄井康紀氏



昭和34年3月30日第3種郵便物認可

Vol.6432012. 12. 5 06

よ
り
よ
い
職
場
環
境
、

お
客
様
が
満
足
で
き
る
事
務
所
に

年金事務所
　
大
阪
府
の
大
手
前
年
金
事
務
所
は
、
大
阪
市
の
中
心
地
で
あ
る
中
央
区
の
船
場
に
あ
り
、

市
営
地
下
鉄
の
堺
筋
本
町
駅
の
す
ぐ
そ
ば
の
高
層
ビ
ル
の
中
に
あ
る
。

　
管
轄
す
る
事
業
所
は
、日
本
を
代
表
す
る
巨
大
企
業
か
ら
小
規
模
の
事
業
所
ま
で
多
種
多

様
で
一
万
社
を
超
え
る
。
ま
た
、
国
民
年
金
の
管
轄
地
域
は
、
中
央
区
と
都
島
区
の
二
区
で
、

夜
間
人
口
が
少
な
く
昼
間
人
口
が
圧
倒
的
に
多
い
典
型
的
な
都
心
型
の
地
区
で
あ
る
。

畿
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
の
総
合
調
整
グ
ル

ー
プ
参
事
役
を
も
併
任
し
て
い
る
。

所
内
で
副
所
長
と
し
て
の
業
務
を
こ

な
す
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
本

部
の
総
合
調
整
グ
ル
ー
プ
参
事
役
と

し
て
、
関
係
機
関
と
の
調
整
等
の
業

務
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
に
あ
る
。

　

機
構
発
足
当
初
に
つ
い

て
は
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が

数
多
く
退
職
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
と
、
職
員
数
が
減

り
職
員
の
構
成
が
複
雑
化

し
た
こ
と
に
戸
惑
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
そ
の
反

面
で
、
組
織
全
体
が
「
お

客
様
第
一
」
と
い
う
意
識

に
変
わ
っ
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

地
域
年
金
展
開
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
年
は
土
台

づ
く
り
に
専
念
し
、
こ
れ

か
ら
次
第
に
教
育
現
場
に
注
力
し
て

い
き
た
い
と
い
う
。
ま
た
、
年
金
委

員
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
大
阪

府
内
に
一
五
八
名
い
る
地
域
型
年
金

委
員
に
対
し
て
、
二
か
月
に
一
度

「
情
報
便
」
を
送
付
し
て
い
る
。
し

か
し
、
今
年
度
で
三
年
の
任
期
が
終

了
す
る
の
で
、
次
年
度
か
ら
は
半
数

程
度
に
減
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

し
て
い
る
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
こ
う
述
べ

る
。「
組
織
全
体
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
員
が
減
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

一
枚
岩
的
な
つ
な
が
り
と
組
織
化
が

ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
職
員
の

人
材
育
成
が
と
て
も
大
事
で
す
。
組

織
づ
く
り
、
円
滑
な
人
間
関
係
の
形

成
に
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
」。

　

大
西
利
明
副
所
長
は
、
機
構
発
足

と
同
時
の
平
成
二
二
年
一
月
か
ら
こ

の
大
手
前
年
金
事
務
所
の
副
所
長
を

あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
区
の
人
口
は

合
わ
せ
て
一
八
万
人
で
あ
る
。
大
都

市
特
有
の
現
象
で
は
あ
る
が
、
国
民

年
金
保
険
料
納
付
率
が
低
く
、
収
納

対
策
に
は
頭
を
痛
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
手
前
年
金
事
務
所
は
、

船
員
保
険
も
管
轄
し
て
い
る
。
船
員

保
険
は
、
該
当
す
る
事
業
所
が
少
な

い
わ
り
に
は
、
制
度
が
複
雑
で
あ
る

た
め
、
対
応
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費

や
す
こ
と
が
多
い
。

　

さ
ら
に
、
大
手
前
年
金
事
務
所
は

大
阪
府
の
代
表
事
務
所
で
あ
る
。
市

（
区
）
と
の
関
係
は
、
良
好
で
あ
る

が
、
直
接
区
と
の
や
り
取
り
を
す
る

こ
と
よ
り
も
、
大
阪
市
本
庁
の
関
係

部
署
と
の
協
議
の
機
会
が
多
い
と
い

う
。
市
本
庁
と
の
連
絡
調
整
の
後
に

本
庁
か
ら
各
区
へ
指
示
を
出
し
て
も

八
時
一
五
分
か
ら
朝
礼
の
際
に
「
誰

で
も
で
き
る
体
操
」の
放
送
が
流
れ
、

全
職
員
が
一
斉
に
体
操
を
始
め
、
そ

れ
か
ら
朝
礼
に
入
る
と
い
う
。

大
都
市
中
心
地
に
あ
る

年
金
事
務
所
と
し
て
の
苦
労

　

大
手
前
年
金
事
務
所
の
国
民
年
金

の
管
轄
地
域
は
中
央
区
と
都
島
区
で

　

岡
村
幸
健
副
所
長
は
、
機
構
が
発

足
し
た
平
成
二
二
年
一
月
に
城
東
年

金
事
務
所
の
副
所
長
に
就
任
し
、
平

成
二
三
年
七
月
か
ら
大
手
前
年
金
事

務
所
の
副
所
長
を
務
め
て
い
る
。

　

岡
村
副
所
長
は
、
代
表
事
務
所
で

あ
る
大
手
前
年
金
事
務
所
の
総
務
調

整
課
長
を
併
任
す
る
と
と
も
に
、
近

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
に
苦
労

　

大
手
前
年
金
事
務
所
の
久
田
照
男

所
長
は
、
大
阪
府
八
尾
市
の
出
身

で
、
平
成
二
一
年
四
月
か
ら
出
身
市

で
あ
る
八
尾
市
の
八
尾
年
金
事
務
所

長
を
務
め
た
後
、
平
成
二
二
年
七
月

か
ら
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
西
宮
年
金

事
務
所
長
を
務
め
、
今
年
の
四
月
に

こ
の
大
手
前
年
金
事
務
所
長
に
就
任

し
た
。

　

大
手
前
年
金
事
務
所
は
、
一
万
社

を
超
え
る
事
業
所
を
管
轄
す
る
大
都

市
中
心
部
に
特
有
な
年
金
事
務
所
で

あ
る
の
に
対
し
、
西
宮
年
金
事
務
所

は
、
大
都
市
近
郊
の
住
宅
地
に
あ
る

だ
け
に
、
管
轄
地
域
に
多
数
の
人
口

を
抱
え
る
年
金
事
務
所
で
あ
る
。

　

八
尾
年
金
事
務
所
長
時
代
に
、
久

田
所
長
は
社
会
保
険
庁
か
ら
日
本
年

金
機
構
へ
の
組
織
替
え
を
経
験
し

た
。
新
組
織
で
最
も
苦
労
し
た
の
は

業
務
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
中
堅
職

員
が
抜
け
た
こ
と
だ
と
い
う
。

　

現
在
の
大
手
前
年
金
事
務
所
の
職

員
数
は
六
一
名
で
、
そ
の
構
成
は
、

正
規
職
員
二
七
名
、准
職
員
一
〇
名
、

特
定
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
員

二
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
久
田
所
長

す
。
ま
た
、
職
員
間
の
情
報
共
有
の

た
め
に
、
毎
朝
、
各
部
署
に
お
け
る

朝
礼
で
、
事
務
処
理
誤
り
の
事
例
を

挙
げ
る
な
ど
の
情
報
共
有
に
心
が
け

て
い
る
ほ
か
、
少
人
数
に
よ
る
全
員

参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
」。

　

ち
な
み
に
、
大
手
前
年
金
事
務
所

で
は
、職
員
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、

は
、「
有
期
職
員
が
多
く
、
雇
用
期

間
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
の
に

苦
労
し
て
い
ま
す
。
正
規
職
員
に
し

て
も
、
今
後
有
期
職
員
が
減
っ
て
い

く
こ
と
に
不
安
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
面
は
、
現
在
い
る
職
員

を
育
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
全

力
を
尽
く
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
。

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

情
報
共
有
が
重
要

　

お
客
様
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る
。ま
た
、

毎
日
の
業
務
上
の
諸
問
題
や
他
の
部

署
の
業
務
を
知
る
た
め
の
情
報
共
有

も
重
要
で
あ
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
、

大
手
前
年
金
事
務
所
で
は
ど
ん
な
こ

と
を
実
施
し
て
い
る
の
か
、
久
田
所

長
は
こ
う
述
べ
る
。

　
「
説
明
誤
り
を
な
く
し
、
事
務
処

理
誤
り
を
な
く
す
た
め
に
は
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
職
員
の
研

修
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
職
員
で
あ

れ
ば
当
然
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け

な
い
年
金
の
知
識
を
習
得
す
る
た
め

の
基
礎
研
修
を
毎
週
実
施
し
て
い
ま

大
手
前
年
金
事
務
所（
大
阪
府
）

副
所
長
に
聞
く

務
め
て
い
る
。
そ
の
前
は
、
大
手
民

間
企
業
に
勤
務
し
て
い
た
。

　

機
構
職
員
に
応
募
し
た
き
っ
か
け

は
、
国
民
の
将
来
を
支
え
る
重
要
な

制
度
で
あ
る
年
金
制
度
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
み
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
で

あ
っ
た
。
社
会
保
険
庁
に
対
す
る
悪

い
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

こ
と
と
、
自
ら
社
会
保
険
労
務
士
の

資
格
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
労
務
管
理
関
係
の
分
野
で
力
を

発
揮
し
た
か
っ
た
と
い
う
意
欲
が
応

募
の
後
押
し
を
し
た
と
い
う
。

　

機
構
の
職
員
と
な
っ
て
か
ら
一
番

強
く
感
じ
た
こ
と
は
何
か
と
の
問
い

に
、
も
っ
と
年
金
制
度
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
ら
混
雑
時
の
窓
口
対
応
な

ど
に
協
力
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
と
、
社
会
保
険
庁
時
代
の

職
員
が
体
験
し
た
苦
労
を
思
う
と
同

情
し
た
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
を
挙

げ
る
。
大
西
副
所
長
は
、
年
金
制
度

の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
、
一
般
職

員
と
い
っ
し
ょ
に
毎
週
の
研
修
会
で

一
か
ら
勉
強
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
年
金
記
録
課
長
を

併
任
し
て
い
る
が
、
正
直
な
と
こ
ろ

か
つ
て
の
記
録
管
理
の
煩
雑
さ
に
は

驚
い
た
と
い
う
。
記
録
を
管
理
す
る

側
で
の
一
元
化
が
必
要
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
こ
う
語

る
。「
新
人
の
職
員
を
含
め
て
、
で

き
る
だ
け
事
務
所
の
人
た
ち
と
の
人

間
関
係
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
組
織
の
な
か
で
は
上
に
立
つ
人

間
の
裁
量
如
何
で
下
に
い
る
人
の
力

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
か
ど
う
か
が

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自

分
で
は
副
所
長
と
し
て
与
え
ら
れ
た

裁
量
の
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
若
い
世

代
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
年
金
制
度

と
い
う
社
会
保
障
制
度
が
良
い
方
向

へ
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
や

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

ら
う
。
所
得
情
報
に
つ
い
て
は
、
大

手
前
年
金
事
務
所
が
市
内
の
各
事
務

所
の
分
を
ま
と
め
て
取
得
し
、
事
務

セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と

プ
ロ
の
職
員
の
育
成
が
課
題

　

久
田
所
長
に
所
長
と
し
て
の
今
後

の
抱
負
を
聞
い
た
。

　
「
今
は
ま
だ
記
録
問
題
が
残
っ
て

い
る
た
め
、
そ
ち
ら
に
も
注
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
年
金
事
務
所
と
し
て
は
、
本
来

業
務
を
確
実
に
こ
な
し
、
信
頼
さ
れ

る
組
織
と
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
年
金
制
度
は
複
雑
で
あ
る

た
め
、
お
客
様
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
、
お
客
様
に
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
の
に
苦
労
し
ま
す
。
説
明

誤
り
や
事
務
処
理
誤
り
な
ど
間
違
い

を
減
ら
す
た
め
に
も
、
職
員
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
が
必
要
で
、
プ
ロ
の
職
員

を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
自
助
努
力
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ

と
同
時
に
職
員
を
育
成
す
る
機
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
の
六
月
に
狭
心
症

の
診
断
を
受
け
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

手
術
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
で
は
健

康
の
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
突
然

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
健
康
な
体
が
あ
っ
て
こ

そ
仕
事
も
で
き
る
の
で
、
職
員
に
も

健
康
管
理
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う

に
促
し
て
い
ま
す
」。

前列左から、岡村副所長、久田所長、安本課長。後列
左から、大西副所長、今中室長、波多野課長、松本課長
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安
本
章
厚
生
年
金
適
用
調
査
課
長

は
、
平
成
二
三
年
一
月
か
ら
こ
こ
大

手
前
年
金
事
務
所
の
厚
生
年
金
適
用

調
査
課
長
を
務
め
て
い
る
。
適
用

事
業
所
数
は
一
万
一
、〇
〇
〇
社
以

上
あ
り
、
船
員
保
険
も
取
り
扱
っ

て
い
る
。
管
轄
の
船
舶
所
有
者
数

は
一
四
九
で
、
被
保
険
者
数
は
二
、

七
〇
〇
人
い
る
。
課
員
数
は
一
七
名

だ
が
、
船
員
保
険
の
た
め
に
三
名
を

割
り
当
て
て
い
る
。安
本
課
長
自
身
、

か
つ
て
大
阪
社
会
保
険
事
務
局
に
勤

務
し
て
い
た
と
き
に
、
船
員
保
険
を

担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

大
手
前
年
金
事
務
所
で
は
、
巨
大

企
業
か
ら
一
人
事
業
所
ま
で
幅
広
く

多
種
多
様
な
事
業
所
を
管
轄
し
て
い

る
だ
け
に
、
調
査
業
務
も
大
変
で
あ

る
。
記
録
問
題
に
追
わ
れ
て
い
た
と

き
に
は
、
調
査
業
務
が
手
薄
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
逆
に
、
若

手
職
員
が
適
用
調
査
業
務
に
携
わ
る

こ
と
に
な
り
、
よ
い
経
験
に
も
な
っ

た
の
で
は
と
い
う
。
ま
た
、
記
録
問

題
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
の
側
も
非

常
に
協
力
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

安
本
課
長
は
、「
こ
れ
ま
で
、
年

金
記
録
問
題
で
お
客
様
に
ご
迷
惑
を

か
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
一
歩
進
ん
で
お
客
様
に
喜
ば

れ
る
よ
う
な
年
金
事
務
所
と
す
る
た

め
に
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
力

点
を
お
い
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
る
。

　

波
多
野
智
明
厚
生
年
金
徴
収
課
長

は
、
平
成
二
四
年
四
月
に
前
任
の
京

都
府
舞
鶴
年
金
事
務
所
か
ら
こ
こ
大

手
前
年
金
事
務
所
に
異
動
と
な
っ

た
。
一
〇
名
の
課
員
の
う
ち
、
滞
納

整
理
に
六
名
、
内
部
業
務
に
四
名
を

割
り
当
て
て
い
る
。

　

舞
鶴
年
金
事
務
所
と
違
っ
て
大
手

前
年
金
事
務
所
で
は
、
職
員
数
も
管

轄
事
業
所
数
も
圧
倒
的
に
多
い
。
管

轄
事
業
所
数
が
膨
大
で
、
事
業
形
態

も
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、
滞
納
事

業
所
数
も
一
、五
〇
〇
と
多
い
。
課

員
は
経
験
が
豊
富
な
職
員
と
経
験
の

少
な
い
職
員
の
二
人
を
一
組
と
し
て

業
務
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
と
い

う
。
徴
収
業
務
に
お
い
て
は
、
相
手

方
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
出
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
数
多
く

あ
る
た
め
、
こ
の
二
人
一
組
の
ペ
ア

が
巧
を
奏
し
て
い
る
と
い
う
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
、
波
多
野

課
長
は
こ
う
述
べ
る
。「
徴
収
業
務

の
た
め
に
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
社
会
保

険
庁
時
代
に
は
課
長
も
一
人
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
で
し
た
。
機
構
に
な
っ
て
か

ら
は
、
課
長
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
地
道
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」。

　

松
本
真
由
美
国
民
年
金
課
長
は
、

平
成
二
三
年
一
〇
月
か
ら
大
手
前
年

金
事
務
所
で
国
民
年
金
課
長
を
務
め

て
い
る
。
国
民
年
金
課
長
と
し
て
の

経
験
は
、
前
任
の
淀
川
年
金
事
務
所

時
代
の
平
成
二
〇
年
七
月
か
ら
で
、

そ
れ
以
前
に
も
国
民
年
金
課
の
経
験

が
長
い
。

　

市
（
区
）
と
の
協
力
連
携
の
関
係

は
良
好
で
は
あ
る
が
、
大
阪
市
本
庁

と
の
や
り
取
り
が
多
く
、
代
表
事
務

所
と
し
て
の
立
場
か
ら
何
か
と
し
ば

り
が
あ
っ
て
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
率
は

三
九
・
五
五
％
と
き
わ
め
て
低
い
。

し
か
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
協
力
も

あ
っ
て
免
除
申
請
者
の
数
が
以
前
よ

り
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
当

事
者
と
接
触
し
た
く
て
も
会
う
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
大
都
市
部
に
共

通
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

　

松
本
課
長
自
身
は
、「
市
民
の
目

線
か
ら
考
え
る
と
、
国
民
年
金
の
事

務
は
、地
方
自
治
体
で
行
う
ほ
う
が
、

よ
り
良
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
。
市
や
区

と
の
関
係
の
変
化
は
、
機
構
に
な
っ

て
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
地
方
分
権

に
よ
っ
て
検
認
事
務
が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、「
仕

事
の
成
績
が
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
忙
し
い
中
、
忙
し
い
分
だ
け

仕
事
は
楽
し
く
し
て
い
き
た
い
で

す
。
課
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
て
、

気
持
ち
よ
く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
述
べ
る
。

　

今
中
芳
樹
お
客
様
相
談
室
長
は
、

平
成
二
三
年
一
〇
月
か
ら
大
手
前
年

金
事
務
所
の
お
客
様
相
談
室
長
を
務

め
て
い
る
。
相
談
業
務
の
経
験
は
、

平
成
一
七
年
四
月
の
な
か
も
ず
年
金

相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
以
来
で
、
初

代
相
談
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
、
前
任

の
堀
江
年
金
事
務
所
時
代
も
お
客
様

相
談
室
長
を
務
め
て
い
た
。

　

大
手
前
年
金
事
務
所
の
お
客
様
相

談
室
の
課
員
は
一
六
名
、
総
合
相

談
・
年
金
相
談
ブ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ

四
つ
で
あ
る
。
来
所
・
相
談
者
数
は
、

総
合
相
談
で
一
日
平
均
一
二
〇
名
、

年
金
相
談
で
一
日
六
〇
～
七
〇
名
で

あ
る
。
朝
の
時
間
帯
に
相
談
者
が
比

較
的
少
な
く
、昼
過
ぎ
か
ら
増
加
し
、

二
時
・
四
時
に
「
山
」
を
迎
え
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
管
轄
区
域
内
に

本
社
機
能
を
持
つ
事
業
所
も
多
い
た

め
、
従
業
員
の
委
任
状
を
も
っ
て
相

談
に
来
訪
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
最

近
は
障
害
年
金
の
相
談
が
増
え
、
ど

う
し
て
も
相
談
時
間
が
長
く
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
。

　

相
談
業
務
に
と
っ
て
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
は
不
可
欠
で
あ
る
。
幅
広

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
客
様
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
回
答
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
同
時
に
、
説
明
誤
り
の
怖

さ
も
あ
る
。
窓
口
で
対
応
可
能
な
実

践
研
修
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る

と
い
う
。
毎
朝
の
朝
礼
の
際
に
「
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
研
修
」
を
実
施
し
、
基

礎
研
修
の
メ
ニ
ュ
ー
も
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
中
室
長
は
、
今
後
の
抱
負
に
つ

い
て
、「
機
構
と
し
て
の
年
金
事
務

所
の
位
置
づ
け
は
、
第
一
義
的
に
は

お
客
様
の
窓
口
対
応
の
拠
点
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
機
構
本
部
、
ブ
ロ
ッ

ク
本
部
等
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

来
訪
し
て
い
た
だ
く
お
客
様
に
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
拠
点

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
る
。

課
長
・
室
長
に
聞
く

　
「
知
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ

と
」
小
さ
い
声
で
手
招
き
を
し
な
が

ら
祖
母
が
私
を
呼
び
ま
す
。「
何
」

と
返
事
を
し
な
が
ら
側
へ
行
く
と
、

「
そ
こ
の
引
き
出
し
に
お
年
玉
袋
が

あ
る
か
ら
、
取
っ
て
く
れ
る
で
」
と

頼
ま
れ
ま
す
。
今
は
七
月
。
ま
だ
ま

だ
お
正
月
ま
で
に
は
何
ヶ
月
も
あ
り

ま
す
。
七
八
歳
の
祖
母
は
、
祖
父
と

二
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
遠
く
に

嫁
い
だ
子
ど
も
や
近
く
に
い
る
子
ど

も
達
が
一
堂
に
集
ま
る
お
正
月
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
、
孫
や
曽
孫
に
お
年
玉
を
渡
す
こ

と
が
祖
母
の
お
正
月
の
大
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
祖
母
は
、

四
三
歳
と
い
う
若
さ
で
脳
梗
塞
に
な

り
、
左
半
身
が
麻
痺
し
て
い
ま
す
。

若
い
時
は
、
ま
だ
杖
を
つ
い
て
何
と

か
歩
い
て
い
た
の
で
す
が
、
歳
を
重

ね
る
毎
に
体
が
固
ま
っ
て
き
て
、
今

は
車
い
す
の
生
活
で
す
。
不
自
由
な

体
ゆ
え
に
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
心

に
抱
え
、
た
く
さ
ん
の
時
間
を
か
け

て
お
年
玉
を
用
意
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
祖
母
の
生
活
は
、
年
金
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。「
も
う
少
し
し
た
ら
、

お
金
が
入
る
か
ら
、
お
父
さ
ん
に
言

っ
て
お
ろ
し
て
き
て
も
ら
う
け
ん
。」

小
さ
い
頃
は
、
何
の
お
金
が
入
る
の

か
と
疑
問
に
思
っ
た
り
し
た
の
で
す

が
、
大
き
く
な
り
自
分
も
年
金
を
納

め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
祖
母
の
お
金

の
元
は
年
金
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。
祖
母
は
、
婚
家
が
農
業
を
し
て

い
た
の
で
農
繁
期
は
農
業
を
し
、
農

閑
期
に
は
近
所
の
家
に
縫
製
仕
事
を

し
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
の

母
を
先
頭
に
祖
母
に
は
四
人
の
子
ど

も
が
い
ま
す
。
当
時
、
祖
父
は
、
八

人
の
家
族
を
養
っ
て
い
た
の
で
、
生

活
は
厳
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
母

は
私
に
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
よ
く
年

金
を
納
め
て
い
た
も
の
じ
ゃ
。
子
ど

も
も
た
く
さ
ん
い
て
、
大
変
だ
っ
た

の
に
。
無
理
し
て
で
も
が
ん
ば
っ
て
、

年
金
を
納
め
て
い
た
か
ら
、
体
が
不

自
由
に
な
っ
て
も
何
と
か
生
活
が
出

来
る
。
あ
り
が
た
い
よ
な
。」
そ
し

て
、「
知
ち
ゃ
ん
も
年
金
納
め
よ
る
で
」

と
聞
き
ま
す
。「
年
金
を
納
め
る
余

裕
が
な
け
れ
ば
、
免
除
申
請
を
し
な

さ
い
よ
。
年
金
を
納
め
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
後
か
ら
免

除
し
て
も
ら
っ
た
分
を
払
っ
て
い
っ

た
ら
い
い
の
だ
か
ら
手
続
き
は
き
ち

ん
と
し
な
さ
い
よ
。」
と
続
け
ま
す
。

母
は
姉
に
も
尋
ね
ま
す
。
あ
る
時
、

い
つ
も
適
当
に
返
事
を
し
て
い
た
姉

は
、「
年
金
を
納
め
て
も
、
将
来
年

金
を
も
ら
え
る
保
証
が
な
い
の
だ
か

ら
、
納
め
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
。
保
険
を
掛
け
て
い
れ
ば
い
い
と

思
う
。」
と
母
に
い
い
ま
し
た
。
年
金

を
納
め
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
祖
母
の

生
活
の
元
が
出
来
て
い
る
の
だ
と
感

じ
て
い
る
母
は
、
年
金
の
資
格
を
取

る
こ
と
、
今
生
活
に
余
裕
が
な
け
れ

ば
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
、
一
〇
年

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
が
可
能
な
の
だ

か
ら
生
活
に
余
裕
が
出
来
れ
ば
納
め

る
こ
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
言
い
ま

す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
い
る
姉
に

は
、「
あ
な
た
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、
遺
族
年
金
が
子
ど
も
に
も
ら

え
る
し
、
体
が
不
自
由
に
な
れ
ば
障

害
年
金
を
も
ら
う
こ
と
も
出
来
る
の

だ
か
ら
納
め
る
よ
う
に
。」こ
の
辺
に

な
る
と
母
親
の
威
厳
で
姉
に
有
無
を

言
わ
せ
ま
せ
ん
。
懇
々
と
説
得
さ
れ
、

姉
も
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
厚
生
年
金
で
す
が
、
今

の
職
場
に
勤
め
る
前
は
臨
時
採
用
で

あ
っ
た
た
め
、
収
入
が
少
な
く
年
金

を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
母
の
薦
め
で
免
除
申
請
を
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
今
の
職
場
に
採
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告
し
た

時
、
母
は
、「
仕
事
に
慣
れ
た
ら
、

追
納
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
よ
。
年

金
が
満
額
で
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
な
よ
。」
と
、
励
ま
し
て
く
れ

る
と
共
に
、
年
金
を
納
め
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び

ま
す
。
自
分
の
老
後
よ
り
娘
の
老
後

を
心
配
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
年
金
の
仕
組
み
は
、
い
ろ

い
ろ
な
経
済
状
態
の
人
に
適
応
し
た

制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
複
雑
な
社

会
情
勢
の
為
、
就
職
が
出
来
ず
生
活

が
不
安
定
な
人
や
、
低
所
得
の
為
、

年
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
人
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に

は
、
年
金
事
務
所
や
市
町
村
の
役
場

な
ど
で
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の

か
相
談
す
る
こ
と
も
将
来
の
生
活
の

為
に
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
の
年
金
の
運
用
に
問
題

が
あ
り
、
年
金
制
度
に
疑
問
を
持
っ

て
い
る
人
が
増
え
て
き
て
、
年
金
離

れ
が
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

昨
今
、
こ
の
ま
ま
年
金
を
納
め
て
い

て
も
老
後
に
年
金
を
う
け
取
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
と
、
時
々
私
も
不
安

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

で
も
、
時
代
に
適
応
し
た
年
金
の

運
用
や
仕
組
み
に
な
る
よ
う
み
ん
な

で
考
え
、
老
後
の
心
配
が
な
い
安
心

し
た
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
若
い
世
代
の
役
割
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
若

い
世
代
の
義
務
と
し
て
年
金
を
納
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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年
金
か
ら
の

介
護
保
険
料
な
ど
の
天
引
き

　

現
在
、
市
区
町
村
に
よ
っ
て
は
、
年

金
か
ら
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保

険
料（
税
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
住
民
税
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど
の

人
が
何
ら
か
の
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
ま
す
の
で
、
年
金
か
ら
介
護
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
料（
税
）、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
住
民
税
を

天
引
き
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金

受
給
者
が
個
別
に
各
種
保
険
料（
税
）

を
金
融
機
関
に
納
め
に
行
か
な
く
て

も
す
む
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
市
区
町

村
と
し
て
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に

個
別
の
納
付
勧
奨
な
ど
を
行
わ
な
く

て
も
各
種
保
険
料（
税
）を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
年
金
受
給

者
や
市
区
町
村
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
、
年
金
受
給
者
に

つ
い
て
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
か
ら
の

天
引
き
に
あ
た
っ
て
の
制
限

　

介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

住
民
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
場

合
に
は
、
年
金
の
種
類
や
年
金
額
に

よ
っ
て
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
料（
税
）、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
住
民
税
が
天
引
き

さ
れ
る
人
に
は
、
市
区
町
村
か
ら
各

種
保
険
料（
税
）を
年
金
か
ら
天
引
き

す
る
旨
の
お
知
ら
せ
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
料

　

六
五
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
老
齢

も
し
く
は
退
職
、
障
害
ま
た
は
死
亡

を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
で
あ
っ
て
、
年
間
の
支
給

額
が
一
八
万
円
以
上
の
人
。

●
国
民
健
康
保
険
料（
税
）

　

六
五
歳
以
上
七
五
歳
未
満
の
人
の

う
ち
、
老
齢
も
し
く
は
退
職
、
障
害
ま

た
は
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
で
あ
っ
て
、
年

間
の
支
給
額
が
一
八
万
円
以
上
の
人
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

七
五
歳
以
上
の
人
も
し
く
は
六
五

歳
以
上
七
五
歳
未
満
で
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
に
該
当
す
る
人
の
う

ち
、
老
齢
も
し
く
は
退
職
、
障
害
ま

た
は
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
で
あ
っ
て
、
年

間
の
支
給
額
が
一
八
万
円
以
上
の
人
。

●
住
民
税

　

六
五
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
老
齢
も

し
く
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
あ
っ
て
、年

間
の
支
給
額
が
一
八
万
円
以
上
の
人
。

※
な
お
、
右
の
説
明
の
中
で
、「
老
齢

も
し
く
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
」と
い
う
の
は
、
老
齢
基
礎

年
金
も
し
く
は
旧
法
制
度
に
よ
る

老
齢
年
金
・
退
職
年
金
を
指
し
ま

す（
老
齢
厚
生
年
金
は
天
引
き
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）。

※
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料（
税
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
住
民

税
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提

条
件
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
介
護
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
料（
税
）、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
住
民
税
の

金
額
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
が

決
定
し
ま
す
。

こ
の
記
事
は
市
区
町
村

の
広
報
誌（
紙
）
に
そ
の

ま
ま
掲
載
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
記
事
は
当
協
会
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
し
て
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自

由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

ご
案
内

市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

年
金
か
ら

介
護
保
険
料
な
ど
が

天
引
き
さ
れ
ま
す

ご相談・お問い合わせ・資料請求は──

0120-65-4192
フリーダイヤル

※地域によっては携帯電話からはつながらない場合があります。
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国民年金にゆとりをプラス。
自分で入る公的な個人年金。

自営業者の方にもサラリーマンなみの老後保障を。

●掛金は全額所得控除で
　税金もお得。
●掛金は自由に設定。
※口数単位での設定になります。
　また、途中での変更も可能です。

老後まで
●基本は終身年金。
　だから、一生涯お受け取り。
●万が一の時にはご家族に一時金も。
※年金受給前または保証期間内にお亡くなりになった場合。
 （Ｂ型を除きます。）

老後から

ご職業ごとに加入できる職能型もあります。くわしくは
ホームページをご覧ください。

国民年金基金 検索

生
命
保
険
会
社
の
営
業
員
に
「
Ａ

さ
ん
が
退
職
し
て
も
国
の
年
金
だ

け
で
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
よ
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
制
度
が
崩
壊
し
て
い

る
か
も
」「
若
い
う
ち
か
ら
ち
ゃ
ん

と
準
備
し
な
い
と
大
変
よ
」と
、
老

後
資
金
作
り
を
勧
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。そ
の
数
日
後
に
は「
一
生
涯

の
死
亡
保
障
と
将
来
の
資
金
準
備

が
で
き
る
保
険
」
と
書
か
れ
た
保

険
設
計
書
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　

月
々
の
保
険
料
は
八
、
四
三
二

円（
払
込
み
は
六
五
歳
ま
で
）、
一

生
涯
保
障
の
死
亡
保
障
は
六
〇
〇

万
円
。
こ
の
死
亡
保
険
が
ど
う
し

て
将
来
の
資
金
準
備
に
な
る
の
か

と
い
う
と
、
解
約
し
た
と
き
の
返

戻
金
が
払
い
込
ん
だ
保
険
料
よ
り

も
多
く
な
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で

す
。

　

六
五
歳
ま
で
の
保
険
料
払
込
総

額
三
九
六
万
四
、
八
九
六
円
に
対

し
て
、
六
六
歳
で
の
解
約
返
戻
金

は
四
六
七
万
一
、
六
〇
〇
円
（
返

戻
率
約
一
一
七
％
）
で
す
か
ら
七

〇
万
円
以
上
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。「
こ
の
低
金
利
時
に
確
実

に
増
え
る
ん
で
す
よ
」
と
し
き
り

に
有
利
な
商
品
だ
と
説
明
す
る
の

で
す
が
…
。

　

こ
の
保
険
商
品
、
一
見
お
得
な

よ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
に
は
大
き
な
落
と
し
穴

が
あ
り
ま
す
。
六
五
歳
以
前
の
解

約
で
は
保
険
料
払
込
総
額
を
下
回

る
返
戻
金
し
か
も
ら
え
な
い
元
本

割
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

例
え
ば
、
三
〇
歳
で
の
解
約
は
返

戻
率
約
五
二
％
、
四
〇
歳
で
は
約

六
七
％
、
五
〇
歳
で
は
約
七
三
％

で
す
。

　

二
六
歳
の
若
者
が
六
六
歳
に
な

る
ま
で
の
四
〇
年
間
に
は
、
結
婚
、

子
ど
も
の
誕
生
、
住
宅
や
教
育
費

と
い
っ
た
資
金
を
必
要
と
す
る
時

期
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
と
き
に
順
応
し
て
使
え
な
い
の

で
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
で

し
ょ
う
。
元
本
割
れ
し
な
く
な
る

ま
で
四
〇
年
か
か
る
な
ん
て
あ
ま

り
に
も
長
過
ぎ
ま
す
。
こ
れ
な
ら
、

〇
・
〇
三
％
の
低
金
利
で
も
積
立

預
金
を
す
る
方
が
マ
シ
で
す
。
預

金
な
ら
い
つ
解
約
し
て
も
元
金
プ

ラ
ス
利
息
が
も
ら
え
ま
す
か
ら
。

　

老
後
資
金
準
備
と
し
て
終
身
保

険
を
活
用
す
る
こ
と
は
よ
く
あ

り
ま
す
が
、
経
過
年
数
に
よ
っ
て

は
、
中
途
解
約
時
の
返
戻
金
が
保

険
料
払
込
額
を
下
回
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
面
を
し
っ
か
り
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
と

よ
り
、
若
い
人
が
老
後
資
金
準
備

を
急
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー  

須す

藤ど
う 

臣と
み

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
年
金
受

給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
、
年
金

額
の
削
減
と
暗
い
話
題
ば
か
り
続

い
て
い
ま
す
。「
国
の
年
金
は
も

ら
え
な
く
な
る
の
で
は
」
と
真
顔

で
話
す
若
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
年
金
不
安
に

付
け
込
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
融

商
品
を
勧
め
て
く
る
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

介
護
士
と
し
て
福
祉
施
設
で
働

い
て
い
る
二
六
歳
の
Ａ
さ
ん
。
激

務
の
割
に
年
収
は
二
〇
〇
万
円
台

で
す
。
長
く
勤
め
て
も
大
き
な
昇

給
は
望
め
な
い
と
い
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
職
場
に
来
て
い
る

市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

若
者
の
老
後
準
備
に
不
適
格
な
商
品


